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センシング・解析技術は、Well-beingの評価・可視化に近づけるのか？
～最新の研究成果の紹介、技術の社会実装に向けて～
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未来社会創造事業
「個人に最適化された
社会の実現」領域

今後は人々の生活が本質的に変化していくことが予想
されます。
具体的には、移動や商習慣、生活習慣等の行動様式

が、物理的空間や時間といった制約から
解放され、変容していきます。
また、これまで十分に活躍できていなかった人材が制約

から解放され、社会の多様性が向上していきます。
本領域では物やサービスが多様なユーザーに最適化さ

れた社会の実現を目指します。



ウェルビーイング計測と社会実装に取り組む、日本発の新領域を創造する研究者
未来社会創造事業「個人に最適化された社会の実現」領域



・ Forbes JAPAN Web-News
犬の口腔内細菌が人の幸福度
を高める 移植実験で判明した
驚きの機能

・東洋経済 オンライン
孤独大国･日本で犬と暮らす人
が幸せな科学的理由

・テレビ朝日系（ANN）
イヌ飼う子どもは「幸福度が高い
」 科学的研究で判明 腸内細
菌の変化が影響か？
・・・他

麻布大学は、犬と暮らす思春期児
童の口腔内細菌叢が変化して、社
会性や幸福度が向上することを明ら
かにした。さらに、その細菌は本人の
みならず、移植したマウスの社会性を
向上させることもわかった。

最近の成果の一例：菊水課題
ウェルビーイング（幸福感）
を高めるマイクロバイオーム



これまでの子供研究では解決できな
い大きな課題
→ 生活の中の新しいアプローチ

多様な子どもの
幸福な生活を

支える技術開発
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未来社会を実現する研究
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構想 全ての人材が活躍できる社会的包摂
• 全ての人が自分らしく生き生きと活動できる社会の実現。
• 多様な価値観や能力を尊重する社会形成。
• 多様な才能、創造的人材、社会全体の革新性を高める。

技術 情報技術を駆使したデータの利活用
• 子供たちのセンシングや情報技術で個々の強みや興味を伸ばす。
• 全ての子供たちの「心の発達・健康情報」データ整備
• 介入手段の研究開発を官民学で連携して推進。

目標 幸福度が高い国の実現
• 国際標準（ISO）標準で、我が国が世界をリードする。
• 子どもの多様な才能を引き出し、育成する新事業が開発。
• 子どもの幸福を中心に据えた社会形成基盤技術を世界に発信。


